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本稿にて紹介する Metaphor: A Practical Introduction Second Edition は、メタファーについての諸
議論を認知言語学の立場から整理しながら、それらを丁寧に腑分けしたものである。本書の著者
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AN ARGUMENT IS WAR 
この概念メタファーに対して次のような実際の言語表現が対応すると考えられる（以下、評者
訳）。 
Your claims are indefensible. （君の主張は守りようがない（／弁護の余地が無い）） 
He attacked every weak point in my argument. （彼は私の議論におけるあらゆる弱点を攻撃し
た） 
His criticisms were right on target. （彼の批判は的を射ていた） 
すなわち、概念メタファーは具体的な言語表現の上位概念的なところに置かれているものであ













を考証する。ここまでが概念メタファーについての基本事項を押さえた第 1 部であるといえる。 











基礎やメカニズムについて示した 6 章から 11章までを第 2 部とした。 





































1.Correlations in experience（経験の相関） 
2.Perceived structural similarity（構造上の類似） 
3.Perceived structural similarity induced by basic metaphor（基本的なメタファーに惹起される類似）  
4.Source being the root of the target（ターゲットの根本にあるソース） 
それぞれを見てゆきたい。 
1.Correlations in experience（経験の相関） 
筆者が挙げている例で最も端的で理解しやすいものは、MORE IS UP という概念メタファーで




量を表す MORE が垂直的な移動を表す UP とともに相関して概念化されるということである。こ
のような概念メタファーの裏付けとして次のような言語表現が存在する。 
The crime rate keeps rising. 
The number of books published each year keeps going up. 
そのほか筆者は、身体的機能を経験の基盤を置く ANGER IS HEAT などの感情のメタファーに
ついても相関性をもつものとして示している。 
 
2.Perceived structural similarity（構造上の類似） 
筆者は LIFE IS A GAMBLING GAME という概念メタファーを挙げ、次のようなメタファー表現
を提示する。 
I’ll take my chance. 
The odds are against me. 
He won big. 
筆者はそれぞれのドメインが先んじて属性として類似性をもつわけではなく、認知する主体が
LIFE と GAMBLING GAME との間に類似性を見出し、言語表現が生まれるとしている。 
 
3.Perceived structural similarity induced by basic metaphor（基礎的なメタファーに惹起される類似） 
筆者がここで挙げる概念メタファーは IDEAS ARE FOOD である。次のような表現が想定され
る。 
I can’t swallow that claim. 
I can’t digest all these ideas. 
これらの表現に際し、次のような類似性が見出される。 
swallowing  ⇒ accepting 
digesting    ⇒ understanding 




4.Source being the root of the target（ターゲットの根本にあるソース） 
筆者はこの動機付けでは生物学的（biological）なものと文化的（cultural）のものとに分けられ
るとする。例えば前者では AFFECTION IS CLOSENESS（He’s close to his grandmother.）のような
概念メタファーがあり、これらは親子や恋人のような生物学的なところからターゲットとソース














まず、本書 13 章「The Universality of Conceptual Metaphor」において、日本語を含むいくつかの
ほかの言語における概念メタファーの共通例が挙げられる。それは怒り（Anger）についての
ANGER IS A HOT FLUID IN A CONTAINER（怒りは容器の中の熱い液体）という概念メタファー
であり、この概念メタファーについて複数の言語について比較検討している。例えば英語におい
ては、 
You make my blood boil. （あなたは私の血を煮えたぎらせる） 
という表現などがあるように、各言語のこのような例を列挙している。その例のうちに日本語も
含まれており、そこで挙げられている例は次のようなものである。 
The intestines are boiling. （はらわたが煮えくりかえる
、、、、、、、
） 
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そして最後の指摘点として、本書のタイトル Metaphor: A Practical Introduction Second Edition に
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注 
(1) 「ドメイン（domain／領域）」という語は認知言語学上で極めて汎用されている語であるが、本書にお
いては、「認知主体が対象を概念化するための枠組み」と考えれば問題はない。例えば「飲み物」とい
うドメインにおいて「飲用水」と概念化されていた同じ対象が、ドメインの違いによって「真水」や
「軟水」というような別の形に概念化される。 
